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今年の今年の55月月22４日は何の日？４日は何の日？

宮崎県防災の日
毎年毎年５月の第４日曜日５月の第４日曜日（今年は（今年は55月月22４日）４日）

宮崎県防災対策推進条例第１１条宮崎県防災対策推進条例第１１条

県民、事業者、自主防災組織等の防災に関す県民、事業者、自主防災組織等の防災に関す
る理解を深めるとともに、防災活動の一層の充る理解を深めるとともに、防災活動の一層の充
実を図るため、宮崎県防災の日を設ける。実を図るため、宮崎県防災の日を設ける。



宮崎県防災の日宮崎県防災の日

５月の第４日曜日とした５月の第４日曜日とした理由理由は？は？

本県の平年の本県の平年の梅雨入り梅雨入りが、が、５月２９日５月２９日

大雨や台風などの災害シーズン突入を前に大雨や台風などの災害シーズン突入を前に

各家庭やや地域でで災害に対する備え災害に対する備えをしっかりをしっかり
行ってもらおうという趣旨で制定行ってもらおうという趣旨で制定





県防災の日テレビスポット県防災の日テレビスポットCMCM



想定される地震



主な主な地震地震のタイプのタイプ

・海溝型の地震
巨大津波を発生させ、発生間隔は短い巨大津波を発生させ、発生間隔は短い

・内陸（活断層）の地震
最大でも最大でもM7M7クラスの地震クラスの地震

都市直下で発生すれば被害は大きい都市直下で発生すれば被害は大きい



◎地震：岩盤のずり破壊。長さ10㎞の岩石が１ｍ伸び(縮み)ると破壊が起きる。

◎地震動：大地がグラグラと揺れる現象。

◎震源：岩石の破壊開始地点。 ◎震央：震源の真上にあたる地表の地点。

◎震源域：破壊された領域全体。

◎震度：地面の揺れの強弱（震度０～７）

◎マグニチュード：地震の大きさ（規模）

地震波の大きさから求めた値。Ｍが１大きくなると、

地震波エネルギーは約32倍、２大きくなると1000倍。 震源域

近距離(ゆれ大)
堅い地盤(ゆれ小)

軟弱地盤(ゆれ大)
遠距離(ゆれ小)

震源

震央

地震波

津波

地震のゆれ（強震動）の伝わり方地震のゆれ（強震動）の伝わり方地震のゆれ（強震動）の伝わり方
気象台資料



宮崎県内の表層地盤のゆれやすさ

内閣府公表資料

地表のゆれが
深部（工学的地
盤に対して大き
くなる



Ｍ
８

Ｍ
７

Ｍ６

Ｍ５

地震の規模と断層の大きさの関係

Ｍ８の地震
断層面の長さ 100～150㎞
すべり量 5～6ｍ

Ｍ７の地震
断層面の長さ 30～40㎞
すべり量 1.5～2ｍ

Ｍ６の地震
断層面の長さ 10～15㎞
すべり量 50～60㎝

気象台資料



宮崎で発生した地震宮崎で発生した宮崎で発生した地震地震



プレート境界
付近の地震

浅発地震

宮崎県付近で１年間に宮崎県付近で１年間に観測された地震観測された地震

気象台資料



断面図

深さ深さ70km70km付近で沈付近で沈
み込む角度が増すみ込む角度が増す

プレート境界付近の地震プレート境界付近の地震

内陸の浅い地震

断面図断面図断面図

気象台資料



宮崎県の宮崎県の主な被害地震主な被害地震（（14001400年以降）年以降）

日向灘の地震

陸域のやや
深い地震

豊後水道の地震

陸域の浅い地震

気象台資料



東南海・南海地震東南海・南海地震東南海・南海地震



・東南海地震は静岡県沖
から紀伊半島沖、

南海地震は紀伊半島沖
から四国沖をそれぞれ震
源とするM８クラスの巨大

地震

・これまで１００－１５０年
周期で繰り返し発生

東南海・南海地震の発生状況東南海・南海地震東南海・南海地震の発生状況の発生状況

内閣府公表資料



・遠州灘から四国室戸岬沖のトラフ沿いでＭ８クラスの巨大地震が発生、
海溝軸から100㎞以内で発生している。

・南海トラフ沿いの大地震は、同時、近接して複数の地震が発生。
・震源が潮岬沖から西側の場合には、宮崎県でも地震動や津波による被害発生。
・日向灘海域では東岸から数10㎞場所でＭ７クラスの大地震が発生、

Ｍ８クラスは発生していない。

南海トラフ沿いの規模の大きな地震南海トラフ沿いの規模の大きな地震南海トラフ沿いの規模の大きな地震

887年 8月26日 Ｍ8.2
1361年 8月 3日 Ｍ8.3
1854年12月24日 Ｍ8.4

（安政南海地震）

1946年12月21日 Ｍ8.0
（昭和南海地震）

1707年10月28日 Ｍ8.4
（宝永地震）

1605年2月3日 Ｍ7.9
（慶長地震）

1944年12月7日 Ｍ7.9
（昭和東南海地震）

1605年2月3日 Ｍ7.9
（慶長地震）

1854年12月23日 Ｍ8.4
（安政東海地震）

1498年9月20日 Ｍ8.3

（明応東海地震）

2004年９月５日 Ｍ7.4

気象台資料



宮崎県で発生が予測される地震宮崎県で発生が予測される地震

・・東南海・南海地震：海溝型東南海・南海地震：海溝型

地震地震による強い揺れによる強い揺れ、沿岸部に津波、沿岸部に津波

・・日向灘地震：海溝型日向灘地震：海溝型

地震地震による強い揺れによる強い揺れ、、沿岸部に沿岸部に津波津波

・・霧島山周辺で発生する地震：直下型霧島山周辺で発生する地震：直下型

地震地震による強い揺れによる強い揺れ（１９６８年えびの地震）（１９６８年えびの地震）

・・内陸直下型地震内陸直下型地震（活断層）（活断層）

本県では本県では、活動が活発な活断層は、活動が活発な活断層は

発見されてい発見されていないがないが、今後、今後注意が必要注意が必要



西日本における西日本における主な海溝型地震の主な海溝型地震の想定規模と今後３０年内の発生確率想定規模と今後３０年内の発生確率

「全国を概観した地震動予測地図」 ２００８年版 地震調査研究推進本部 地震調査委員会



東南海・南海地震と日向灘地震に係る県内の想定被害東南海・南海地震と日向灘地震に係る県内の想定被害

東南海・東南海・
南海地震南海地震

日向灘（南部）日向灘（南部）
地震地震

県内最大
震度

震度6弱 震度6強

約５ｍ

約１，５５０名

※うち津波

同左程度

約２７，８００棟

※うち津波

同左程度

震度6強

津波の
波高

約６m 約５ｍ

人的被害

（死者数）

建物被害

（全壊）

日向灘（北部）日向灘（北部）
地震地震

約６９０名

※うち津波

（約６７０名）

約１，０００名

※うち津波

同左程度

約５，９００棟

※うち津波

（約5,200棟）

約１９，６００棟

※うち津波

同左程度



中央防災会議資料中央防災会議資料

東南海・南海地震が同時に発生した場合の震度分布東南海・南海地震が同時に発生した場合の震度分布



例）日向灘地震例）日向灘地震（南部）（南部）が発生した場合のが発生した場合の宮崎県の地震震度予想地図宮崎県の地震震度予想地図

「宮崎県地震被害想定調査結果（平成9年）」宮崎県

・震度６強

・震度６弱



例）日向灘地震例）日向灘地震（北部）（北部）が発生した場合のが発生した場合の宮崎県の地震震度予想地図宮崎県の地震震度予想地図

資料出所「宮崎県地震被害想定調査結果（平成9年）」宮崎県

・震度６強

・震度６弱
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中央防災会議資料中央防災会議資料

東南海・南海地震による津波高さ東南海・南海地震による東南海・南海地震による津波高さ津波高さ



宮崎県に影響を宮崎県に影響を主な主な与える津波与える津波

○○東南海・南海地震東南海・南海地震

場所によっては、６ｍを超える大きな津波の可場所によっては、６ｍを超える大きな津波の可
能性能性

○○日向灘地震日向灘地震

場所によっては、５ｍを超える大きな津波の可場所によっては、５ｍを超える大きな津波の可
能性能性

※地震の規模、地域によって、これ以上の高さになる
可能性もあり。また、これ以外の地震によっても津波が
到達する可能性もある。



東南海・南海地震による津波想定ＣＧ
【西日本】



東南海・南海地震による津波想定ＣＧ
【津波の高さ：５ｍ】

【港】



【【住宅地住宅地】】



スマトラ沖地震の際に撮影された津波映像スマトラ沖地震の際に撮影された津波映像



津波から身を守るために津波から身を守るために

テレビ、ラジオ、防災行政無線、宮崎県防災・防犯テレビ、ラジオ、防災行政無線、宮崎県防災・防犯
情報メールサービス等により正確な情報を入手情報メールサービス等により正確な情報を入手

近くの高い頑丈な建物に避難する。近くの高い頑丈な建物に避難する。

海を見に行かない海を見に行かない

車での避難しない。できるだけ徒歩で避難車での避難しない。できるだけ徒歩で避難

津波は繰り返しやってくる。津波は繰り返しやってくる。



津波について



海底が隆起や沈降し、持ち上げられた海底が隆起や沈降し、持ち上げられた((または引き込まれたまたは引き込まれた))海水は波となり海水は波となり
四方に広がる。四方に広がる。

沖合いの津波の高さは高くても１ｍ程度、津波に気付かない。沖合いの津波の高さは高くても１ｍ程度、津波に気付かない。

水深が浅くなると津波の速度は遅くなり、その分振幅が大きくなる。水深が浅くなると津波の速度は遅くなり、その分振幅が大きくなる。

海岸付近では海底地形の影響など受け、急速に津波の高さが高くなる。海岸付近では海底地形の影響など受け、急速に津波の高さが高くなる。

陸地に達した津波は、斜面に沿って陸地をはいあがる遡行現象を起こす。陸地に達した津波は、斜面に沿って陸地をはいあがる遡行現象を起こす。

１

２
３

４

５

Ｂ

Ａ

Ａ：津波の高さ

Ｂ：遡上高

１ ２ ３ ４ ５

地震

津波の発生津波の発生



津波と風浪津波と風浪((うねりも含むうねりも含む))の違いの違い



●●伝播する海域に浅い海域があれば、浅い伝播する海域に浅い海域があれば、浅い

海域を抱き込むように曲がり、その背後で海域を抱き込むように曲がり、その背後で
津波が高くなる。岬や島では波が集中する。津波が高くなる。岬や島では波が集中する。

●●Ｖ字型の湾は湾奥に津波のエネルギーがＶ字型の湾は湾奥に津波のエネルギーが

集中し大きな津波になることがある。集中し大きな津波になることがある。

●●上陸後の津波は、陸地の傾斜がなだらか上陸後の津波は、陸地の傾斜がなだらか

なほど速く、より内陸まで侵入しやすい。なほど速く、より内陸まで侵入しやすい。

●●津波は河川を逆流して進み、時には１津波は河川を逆流して進み、時には１㎞㎞以以

上も陸に入り、そこであふれて浸水すること上も陸に入り、そこであふれて浸水すること
がある。がある。

津波の性質

津波の押し引き

押しで始まる津波

引きで始まる津波

●●最初にやってくる津波最初にやってくる津波((第１波第１波))で海面が上で海面が上

ががるる場合を押し、下がる場合を引きと呼ぶ。場合を押し、下がる場合を引きと呼ぶ。
引きと決めつけて海岸に見に行くのは大変引きと決めつけて海岸に見に行くのは大変
危険。危険。



１．地震により１．地震により海底に変動海底に変動があり津波となる。があり津波となる。震源の震源の
浅い地震ほど海底の変動量が大きくなるので、大き浅い地震ほど海底の変動量が大きくなるので、大き
な津波となる。な津波となる。

２．地震の２．地震の規模規模((マグニチュードマグニチュード))が大きいほど、大きが大きいほど、大き

な津波な津波が発生する。浅い地震では、通常マグニチュが発生する。浅い地震では、通常マグニチュ
ード６．５程度から津波を伴う。マグニチュードが０．３ード６．５程度から津波を伴う。マグニチュードが０．３
大きくなると津波の高さは約２倍になる。大きくなると津波の高さは約２倍になる。

３．発表される震源の位置は、地震断層の破壊の開３．発表される震源の位置は、地震断層の破壊の開
始点を示している。大きな津波を発生始点を示している。大きな津波を発生させるさせる地震の断地震の断
層は、数十層は、数十㎞㎞～数百～数百㎞㎞もの長さがあるもの長さがあるののでで、震源が沖、震源が沖
合でも波源は陸に近い場合もある。合でも波源は陸に近い場合もある。

地震と津波の関係地震と津波の関係



地震・津波
情報の概要



緊急地震速報とは緊急地震速報とは



緊急地震速報は、震源に近い観測点で地震を検知し、
直ちに震源位置やマグニチュードを推定し、大きな揺
れが迫っていることをお知らせするものです。

地震波の観測・情報作成発表

地震
発生

瞬時のデータ伝送

海底地震計

瞬時のデータ伝送

気象庁

緊急地震

速報

報道機関、防災機関等

市民

地震計

地震波の伝播

０秒 ２秒 ４秒 ６秒 ８秒 10秒 12秒 14秒 16秒

各種制御

大揺れ（主要動）初期微動

18秒

海域での地震発生を想定

震源近くで地震が観測されると、直ちに緊
急地震速報を発信するための処理を開始
します。地震波との競争です。

この線よりも震源から離れたところでは、
地震の大揺れが来る前に緊急地震速報
をお伝えすることができます。

情報発表







津波被害
軽減への取組



阪神淡路大震災（平成７年１月） 【震度７】

地震発生時のコンビニエンスストア内の様子 【映像提供：NHK】



大規模災害が発生すると大規模災害が発生すると
どんなことが起こるのか・・・どんなことが起こるのか・・・

電話の不通、停電、断水、道路の寸断電話の不通、停電、断水、道路の寸断

建物の倒壊で多くの人が生き埋めとなる建物の倒壊で多くの人が生き埋めとなる

火災の同時多発的発生火災の同時多発的発生

行政機関も被災する可能性行政機関も被災する可能性 などなど

消防や警察などの活動だけは、全く手が足りない消防や警察などの活動だけは、全く手が足りない
状況が発生する！状況が発生する！



阪神淡路大震災からの教訓阪神淡路大震災からの教訓

0.9%

1.7%

2.6%

28.1%

31.9%

34.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

その他

救助隊に

通行人に

友人に・隣人に

家族に

自力で

資料：(社)日本火災学会「兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」

※自力で、または家族や隣人等に救出された割合：約９８％

○生き埋めや閉じ込められた際の救助状況



自助 共助

地域の防災力向上が重要

公助

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

自分の身を自分の
努力によって守る

行政、消防機関等に
よる救助・援助等

災害時の被害を抑える

地域の防災力



津波被害軽減への取組み津波被害軽減への取組み

１１ 防災意識の啓発防災意識の啓発

２２ 自主防災組織の充実自主防災組織の充実

３３ 津波情報の的確な伝達津波情報の的確な伝達

４４ 津波からの避難体制の充実津波からの避難体制の充実

５５ 県の防災体制の充実県の防災体制の充実



１１ 防災意識の啓発防災意識の啓発

「宮崎県防災の日」普及推進「宮崎県防災の日」普及推進

各種広報媒体を活用した啓発活動の実各種広報媒体を活用した啓発活動の実
施施

講演会・出前講座の実施講演会・出前講座の実施

防災教育の実施防災教育の実施







２２ 自主防災組織の充実自主防災組織の充実

自主防災組織リーダーの育成自主防災組織リーダーの育成

防災士の育成支援防災士の育成支援

防災資機材の整備支援防災資機材の整備支援



◎自主防災組織リーダー研修会の実施(平成１８年度～）
○研修内容
自主防災組織リーダーを対象に、県の防災対策、救急救命法の実技

講習、災害図上訓練の実技講習、気象に関する講義等を実施

○平成１８～２０年度の３カ年で、６０７名が受講

◎防災士の養成
○自主防災組織リーダー研修会受講者を対象に、防災士資格取得を支援
○平成１８年度：１０名、平成１９年度は１５名の資格取得を支援
○平成２０年度から県内での受験が可能になり、約80名が合格！

※防災士とは、NPO法人日本防災士機構の認証資格であり、防災に関
する知識・技能を有する防災の専門家のことです。
（平成20年１２月31日現在で 県内に1８1名の防災士）

◎防災士の地域への派遣
○自主防災組織や自治公民館などの要請に応じて防災士を派遣し、
地域で行う防災訓練や防災研修会の防災活動を支援



３３ 津波情報の的確な伝達津波情報の的確な伝達

宮崎県防災・防犯情報メールサービス宮崎県防災・防犯情報メールサービス

防災行政無線を活用した情報伝達手防災行政無線を活用した情報伝達手
段の充実段の充実

自主防災組織等による住民への避難自主防災組織等による住民への避難
の呼びかけの呼びかけ



防災・防犯情報メールサービス防災・防犯情報メールサービス

１ 情報の種類
（１）防災防犯情報（１）防災防犯情報
①① 防災防災情報：避難勧告や避難指示情報、情報：避難勧告や避難指示情報、

土砂災害警戒情報、竜巻注意情報土砂災害警戒情報、竜巻注意情報

②② 防犯防犯情報：不審者情報等情報：不審者情報等
③③ 火災火災情報：希望する地域の火災情報情報：希望する地域の火災情報

（２）自然災害情報（２）自然災害情報
①① 気象情報：気象情報：大雨・洪水の警報等、地震、津波、火山、台風大雨・洪水の警報等、地震、津波、火山、台風

の情報の情報

②② 安否確認：地震・津波等発生時の安否確認：地震・津波等発生時の安否情報安否情報
２ 問い合わせ先

危機管理課危機管理課 防災企画担当：防災企画担当： ℡℡２６－７０６６２６－７０６６



４４ 津波からの避難体制の充実津波からの避難体制の充実

津波ハザードマップの作成津波ハザードマップの作成

災害時要援護者避難支援プラン策定災害時要援護者避難支援プラン策定
促進促進

津波避難訓練の実施津波避難訓練の実施



日向市堀一方区自主防災会によ日向市堀一方区自主防災会によ
る津波対策訓練る津波対策訓練

想定想定 日向灘北部を震源とする地震が発生日向灘北部を震源とする地震が発生

マグニチュードマグニチュード7.57.5 震度震度66強強
2020分後に最大５ｍの津波が到達分後に最大５ｍの津波が到達

訓練訓練 広報活動訓練広報活動訓練

避難誘導訓練避難誘導訓練

要援護者救出訓練要援護者救出訓練

初期消火訓練初期消火訓練

炊き出し訓練炊き出し訓練 等等 参加者約参加者約450450名名











５５ 県の防災体制の充実県の防災体制の充実

初動体制の充実・強化初動体制の充実・強化

県総合防災訓練の実施県総合防災訓練の実施

企業、関係団体等との連携強化企業、関係団体等との連携強化



自主防災組織の
役割について



自主防災組織とは自主防災組織とは

「「自分たちの地域は自分で守る自分たちの地域は自分で守る」という」という
自覚、連帯感に基づき、自覚、連帯感に基づき、自主的自主的に結成に結成
する組織であり、災害による被害を予防する組織であり、災害による被害を予防
し、軽減するための活動を行う組織。し、軽減するための活動を行う組織。

※（災害）ボランティア・・・自分たちの地域に限らず他人に対して奉仕活動等を行うもの

「共助」の中核を担う存在！

→自主防災組織とは異なるが、災害時に非常に重要な役割を果たす



自主防災組織（災害時の活動）自主防災組織（災害時の活動）
項項 目目 具具 体体 的的 なな 活活 動動 内内 容容

情報収集・伝達活動情報収集・伝達活動 ●●被害情報・救援情報の収集と被害情報・救援情報の収集と
伝達伝達

●●防災機関との連絡防災機関との連絡

初期消火活動初期消火活動 ●●消火器などによる消火活動消火器などによる消火活動

避難誘導活動避難誘導活動 ●●住民を避難所に誘導住民を避難所に誘導

●●住民の安否確認住民の安否確認

救出救護活動救出救護活動 ●●負傷者の救出救護負傷者の救出救護

●●医療機関への連絡医療機関への連絡

●●介助が必要な人への手助け介助が必要な人への手助け

給食給水活動給食給水活動 ●●食料、飲料水の調達と炊出食料、飲料水の調達と炊出

●●救援物資の受領、分配救援物資の受領、分配



自主防災組織（平常時の活動）自主防災組織（平常時の活動）
項項 目目 具具 体体 的的 なな 活活 動動 内内 容容

災害に備えるための活動災害に備えるための活動 ●●防災資機材の整備防災資機材の整備、、備蓄品の管備蓄品の管
理理

●●情報連絡網の整備情報連絡網の整備

災害による被害を防ぐための活動災害による被害を防ぐための活動 ●●防災点検（危険箇所の把握）防災点検（危険箇所の把握）

●●避難路、避難場所の把握避難路、避難場所の把握

●●防災マップの作成防災マップの作成

災害時の活動の習得災害時の活動の習得 ●●各種訓練の実施各種訓練の実施

（情報伝達訓練、（情報伝達訓練、消火訓練消火訓練、、避難訓避難訓
練練、、給食給水訓練（炊出訓練）給食給水訓練（炊出訓練）

普及啓発活動・広報誌の発行普及啓発活動・広報誌の発行 ●●広報紙の発行広報紙の発行

●●防災防災研修会研修会の開催の開催

●●家庭での備えの呼びかけ家庭での備えの呼びかけ

（消化器の設置、家具の固定など）（消化器の設置、家具の固定など）



災害時要援護者とは・・・
傷病者、身体障害者、精神障害者をはじめ、乳幼児や高齢

者、外国人など自分の身に危険が差し迫った場合、それを察
知する能力、危険を知らせる情報を受け取る能力、そうした
危険に対して適切な行動を取る能力の面で、ハンディキャッ
プを持つ人々を総称する概念です。

災害時要援護者とのかかわり災害時要援護者とのかかわり

地域の援助体制を具体的に決める
地域内の災害時要援護者に対する援助体制を具体的に

決めておきましょう。
特に避難誘導と安否確認体制を確立しておくことが重要で
す。

※留意点
一人の災害時要援護者に対して、複数の住民による援助体制を

組む具体的な活動手順を決めておき、日頃から災害時要援護者と
一緒になった訓練を行っておく



要援護者情報を地図に記入するなど情報の把握を

地域内の災害時要援護者の情報を地域におけるハザード
マップ作成などの際に、地図に記すなどして把握に努めましょう。



ご清聴ご清聴 ありがとうございました。ありがとうございました。
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